静岡県消費者物価指数の概要　（平成１２年基準）
　１　指数の性格
　　　静岡県消費者物価指数は、県内の消費者世帯（農林漁家世帯及び単身者世帯を除く）

　　が購入する各種の商品とサービスの価格の変動を時系列的に測定し指数値で示したもの

　　です。

　　　消費者物価指数とは、家計の消費構造を基準となる時点で一定のものに固定し、これ

　　に要する費用が物価の変動によってどう変わるかを、指数値（基準となる時点を100 ）

　　で示したものです。

　２　指数の基準時
　　　指数の基準時は、平成12年（暦年）です。平成12年の1年間の家計の消費構造を基準

　　に指数を作成しています。

　３　指数品目
　　　指数計算に採用する品目は、消費者が購入する多数の商品及びサービス全体の物価変

　　動を代表できるように、家計消費支出上重要度が高いこと、価格変動の面で代表性があ

　　ること、更に継続調査が可能であることなどの観点から選定されており、その数は598 　　品目です。

　４　価格資料
　　　指数計算に採用している品目の価格は、小売物価統計調査（指定統計第35号、総務省

　　統計局実施分）と、静岡県小売物価統計調査（県単独実施分）によって調査された小売

 　 価格またはサービス料金によって算出されています。

　５　調査の概要
　　(1) 調査市町

　　　　調査実施市町は、下表のとおり21市町です。
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　　(2) 調査地区及び調査対象

　　　　商品の小売価格及びサービス料金を調査する「価格調査地区」並びに民営借家の家

　　　賃を調査する「家賃調査地区」を設定し、更に価格調査地区内から小売店舗及びサー　　　ビス事業所を選定しています。価格はこのようにして定められた小売店舗及びサービ　　　ス事業所並びに家賃調査地区のすべての民営借家より取集されますが、一部の商品や　　　サービス料金・公営家賃については、調査地区を設けず、静岡県または調査市町の全　　　域から価格を取集しています。このように選定された店舗及び事業所の数は約2,000、

　　　家賃調査の世帯数は約1,600です。

　　(3) 調査価格

　　　　調査価格は、調査期日に調査店舗で実際に販売している平常の小売価格またはサー

　　　ビス料金であり、大部分の品目の価格は、調査員の実地調査によって取集されます。

　　　　その際、一時的な廉売価格、災害に起因する異常価格、月賦販売による特殊価格及

　　　び中古品の価格などは除外されます。

　　(4) 調査銘柄

　　　　調査品目については、一定の銘柄（基本銘柄）を数量単位などで指定し、毎月同じ

　　　品質のものを調査しています。しかし、指定した銘柄の出回りが少なく、代表性がな

　　　くなった場合には、その銘柄を代表性のある他の銘柄に変更（銘柄変更）しています。　　(5) 調査期日

　　　　調査期日は、毎月12日を含む週の水、木、金曜日のいずれか１日です。ただし、日

　　　々の価格変動が大きい生鮮食品（生鮮魚介、生鮮野菜、生鮮果物）のうち42品目につ

　　　いては、毎月中旬のほか上旬（５日を含む週の水、木、金曜日のいずれか1日）、下

　　　旬（22日を含む週の水、木、金曜日のいずれか１日）の価格も調査しています。また、　　　生鮮食品については、いずれも調査日を含む前３日間の中値を調査しています。

　６　市町別価格
　　　市町別の各品目の価格は、原則として調査された各店舗価格の単純平均により算出し

　　ています。ただし、１市町で１価格しか調査していない場合には、その価格がその市町

　　の平均価格となります。また、旬別調査品目については、上旬、中旬、下旬別にそれぞ

　　れ平均価格を求め、この旬別価格を単純平均して月別平均価格を算出しています。また、

　　ウエイトの実質的な変動を避けるため、衣料品及び冷暖房用器具など、市場への出回り

　　が季節的な品目（生鮮食品を除く）については、出回り期以外の価格は出回り期の月別

　　価格の平均値を用いています。

　７　基準時価格
　　指数計算に用いる基準時価格は、小売物価統計調査及び静岡県小売物価統計調査によ

 　る平成12年１月～12月の価格の単純平均です。ただし、生鮮食品については、月別ウエ

　 イト（各品目の月別購入数量に比例）による加重平均により算出しています。

　８　ウエイト
　　(1) 品目別ウエイト

総合指数及び類指数を算定するための品目別ウエイトは、家計調査によって得られ

　　　た平成12年平均の１か月１世帯当たりの品目別消費支出額から作成されています。

　　　　ただし、生鮮食品の品目別ウエイトは、上記の平成12年の品目別消費支出額のほか、　　　平成11年及び平成12年の月別購入数量を用いて作成されています。

　　(2) 市町別ウエイト

　　　　県平均の品目別価格指数を算出するための市町別ウエイトは次の方法によっていま

　　　す。まず調査市町ごとに消費構造が同じとみなされる隣接市町を母集団にまとめます。

　　　そして、その母集団ごとの適格世帯数（農林漁家、単身者世帯を除く）にそれぞれの

　　　平成12年平均の１世帯当たりの消費支出額を乗じ、県全体を1万とした市町別ウエイトを

　　　作成しています。

　９　指数の算式
　　(1) 指数の算式

　　　　指数は、基準時加重相対法算式（ラスパイレス型）により計算されています。

　　　　　　　　　　　　　ｎ　　Ｐｔｉ　　　　　　　　　Ｉｔ：比較時指数

　　　　　　　　　　　　Σ＝Ｐｏｉ Ｗｏｉ　　　　　Ｐｔ：比較時価格

Ｉｔ＝　　ｉ＝１　　　　　　　　　　　　Ｐｏ：基準時価格

　　　　　　　　　　　　　　　ｎ　　　　　　　　　　　　Ｗｏ：基準時ウエイト

　　　　　　　　　　　　　　ΣＷｏｉ　　　　　　　　　ｉ：品目(i=1,2,3, ……,n)

　　　　　　　　　　　　　　ｉ＝１　　　

　　(2) 指数計算の手順（次図参照）

　　　ア　市町別指数について

　　　　(ｱ) 品目別価格指数（Ｐｔ／Ｐｏ）を品目別ウエイトにより加重平均して、最小類

　　　　　の指数を算出します。

　　　　(ｲ) これらの最小類指数をそれに対応するウエイトにより加重平均して上位類の指

　　　　　数を算出します。

　　　　(ｳ) 以下同様にして、中分類指数、10大費目指数と順に積みあげます。

　　　　(ｴ) 総合指数については、10大費目指数をそれに対応するウエイトにより加重平均

　　　　　して算出します。

　　　イ　県平均指数について

　　　　(ｱ) 各市町の品目別価格指数を市町別ウエイトにより加重平均して、県平均の品目

　　　　　別価格指数を算出します。

　　　　(ｲ) 県平均の品目別価格指数を県平均の品目別ウエイトにより加重平均して県平均

　　　　　類指数を算出します。

　　　　(ｳ) 以下同様にして、順次上位類指数を計算し、最終的には平均総合指数を算出し

　　　　　ます。なお、東・中・西部の地方別指数も県平均の場合と同じ方法により算出します。

　　(3) 年平均指数の計算方法

　　　　生鮮食品以外の品目別価格指数及び類指数の年平均は、1月～12月の各月の指数値

　　　の単純平均によって算出し、生鮮食品の品目別価格指数は月別ウエイトによる加重平

　　　均によって算出しています。

　　(4) 平成11年以前の指数

　　　　消費者物価指数は５年ごとに基準が改められますが、物価の動きを長期的にみるた

め、過去の基準による指数を、平成12年基準時に換算しています。

指数の換算は平成12年以前の指数値(平成7年=100)を平成７年基準による平成12年平均

　　　指数値で割る比例換算方法によっています。
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10　指数の作成系列
　　(1) 基本分類指数

　　　ア　類別指数には「総合指数」、「持家の帰属家賃を除く総合」のほか、10大費目指

　　　　数及びこれを細分化した中分類指数並びに「生鮮食品」、「生鮮食品を除く総合」、

　　　　「持家の帰属家賃及び生鮮食品を除く総合」があります。

（注） 持家の帰属家賃とは、持家世帯がその所有する住宅から得られるサービス　を自分自身で生産、消費しているとみなし、このサービスを仮に借家から　受けるものとして評価した家賃相当額をいう。

　　　 イ　地域別指数には、県平均、地方別（3区分）、市町別（15市６町）の25系列があ

         ります。

　　(2) 財・サービス分類指数

　　　　県平均について、品目を主として財（商品）であるかサービスであるかによって分

　　　類し、さらにこれを細分化した財・サービス分類指数を作成しています。

11　指数の公表
　　消費者物価指数は、原則として毎月26日を含む週の金曜日に公表しています。

　公表内容は、県平均の当月速報値(中旬に調査した価格を集計したもの)と県平均、地方・市別の前月確定値

　(上・下旬に調査した分(生鮮食品のみ)を加え集計したもの)などです。

　　なお、12月分公表時には年平均数値を、３月分公表時には年度平均数値をそれぞれ併せ

　て公表しています。

　　印刷物は、県民サービスセンター、各県行政センターにあります。

　　また、静岡県のホームページの中でも情報提供をしております。

　　　　（ http://toukei.pref.shizuoka.jp/）

